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表 1 水位を変えた場合の殖芽の発芽率（劣）

サ サ バ モ コ ウ ガ イ モ

コ ン ト ロ ー  ノレ 100 100

f 放置 100 (1 0 0 )
— 1 cm 区 L水没 80 90

r 放置 0 0
—10cm区 j

1 水没 100 100

一17cm区 放置 0 0

( ) :発芽後枯死

相に及ぼした影響を報告しているが、ここでは、冬期の 

水位低下がササバモとコウガイモの殖芽の越冬にどのよ 

うな影響を与えるかを調べた簡単な実験の結果を紹介す 

る。

< 材料と方法〉 1978年 12月 6 日、琵琶湖南湖にて採 

取したササバモとコウガイモの殖芽を、砂を入れたワグ 

ネルポット内で、それぞれ10cm、 5 cmの深さに埋め（こ 

の深さは、ほぼ野外で殖芽が形成される深さに相当する）、 

コントロール（水没)、一 1 cm区(水面が殖芽の位置より 

1cm下になる状態；以下同様）、一 10cm区、一 17cm区の 

4 段階の水位条件下においた。 1個のポットに入れた殖 

芽はササバモ5個、 コウガイモ10個である0 各条件のポ 

ットをそれぞれ2個 準 備 し （ 17cm区 は 1個だけ）、 冬の 

間、戸外に放置した（水位は一定に保った）。 2個のう 

ち の 1個を、翌 年 3 月 16日 に 水 面 下 に 沈 め た （「水没 

区」；春になって水位が回復した場合の想定)。他 の 1個 

は 5 月13日まで、そのまま放置した（「放置区」）。

< 結果と考察〉結果を表 1にまとめた。ササバモ、コ 

ウガイモとも殖芽は複数の芽をもつが、少なくとも 1つ 

の芽から発芽すれば、その殖芽は発芽したものとみなし 

た。

一 1 0 区では水没区、放置区ともに発芽が見られた。 

しかし、放 置 区 （干上がった状態）においては、ササバ 

モが陸生型をつくって生育を続けたのに対し、コウガイ 

モは発芽後地上部が枯れてしまった。 _10cm区では、 3 

月に水中に没した場合は正常に発芽したが、放置区では 

1個も発芽を見なかった。一17cm区でも同様であった。

5 月 13□の時点で、全ての殖芽をいったん堀り起こし、 

発芽を見なかった殖芽について被害の有無などを調べた。 

ササバモでは特に変化は認めなかったが、コウガイモで 

は芽の部分の黒変が進んでいた。その後、これらの殖芽

を水に戻したところ、ササバモでは発芽を見たのに対し、 

コウガイモでは、芽の動くきざしだけで正常な発芽には 

いたらなかった。

以上の結果から次のような推論が成り立とう。

1. ササバモやコウガイモのように、地中の比較 

的深い所に殖芽を形成して越冬する種においては、 

冬期の水位低下は必ずしもその種の生存を不可能に  

する訳ではない。土の乾燥がどの程度進むのか、あ 

るいは凍結の有無によって影響の大きさは決定され  

よう。水位回復の時期も結果を左右するだろう。

2. 春になっても水位が回復せず、干上がった状態が 

続く場合は殖芽の発芽がおこらない（但し、これは土壌 

の乾燥がある程度以上進んでいる場合で、過湿状態であ 

れば地面までは伸びてくるようである）。 このような状 

態下では、殖芽の休眠性や乾燥に対する耐性にもよろう 

が、その死滅は時間の問題と考えられる。
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〇水草研究会第7 回全国集会

日時 8 月 3 日 （土）〜 4 日 （日）

場 所 香 川 県 坂 出 市 五 色 台 国 民 休 暇 村

参加申込締切 6 月 3 0日 

(研究発表の申し込みは4 月 30日まで）

申 込 先 〒 7 6 0 高松市幸町 1一 1

香川大学教育学部生物学教室納田美也

前回同封の詳しい案内を参照の上、ふるって御参 

加下さい。

〇会員移動

< 住所変更>

< 退 会 >

水草研究会会則

1. 本会は水草研究会と称する。

2. 本会は水草に関する研究および知識の普及と会員相 

互の親睦をはかることを目的とする。

3. 本会は上記の目的を達成するため次の事業を行なう。

(1) 研究発表会、講習会、採集会などの開催

(2) 会報の発行

(3) その他、必要と認めた事項

4. 会員は普通会員と特別会員とにわける。

（ 1） 普通会員は本会の趣旨に賛同して所定の会費を 

納めた者。

(2) 特別会員は会の推薦による顧問と名誉会員。

(3) 会員は会報の配布をうけ、本会の事業に参加で 

きる 0

5. 本会には次の役員をおく。

会 長 1名、副 会 長 2名、幹 事 若 干 名 、 

会 計 監 査 1名

役員の任期は2 年とする。ただし重任を妨げない。

本会には名誉会長をおくことができる。

役員の選出は、役員会で推薦し、総会で承認を得る。

6. 役員の任務は次のようである。

会長は会を代表し会務を統べる。会長支障あるとき 

は副会長がこれに代わる。会計は本会の経理を担当す 

る。幹事は会務を処理する。

く会則 8 条 （ 2 ) による退会〉

〇投稿のお願い

御寄稿をお待ちしています。水草に関するものであれ 

ば内容に制限はございません。調査.研究の報告、紹介、 

資料、エッセイなど、御気軽に投稿下さい。短報も大歓 

迎です。

•原 稿 の 送 り 先 〒 6 5 7 神戸市灘区鶴甲1—2 — 1

神 戸 大 学 教 養 部 角 野 康 郎 宛

•次 号 発 行 予 定 1985年 6 月

7. 総会は原刖として年1回開催する。総会に付議する 

おもな事項はつぎのようである0

( 1 ) 役 員 選 出 （2 ) 会 務 報 告 （3 > 会則変 更 （4 )その 

他必要と認めた事項

8. ( 1 ) 本会に入会するには、規定の入会金に1年分以

上の会費をそえて会長に提出する。退会する場合 

は、退会届を会長に提出する。ただし、すでに納 

めた会費は払い戻しをしない。

( 2 ) 会費は前納とする。会費滞納が 2 年を越えた場 

合は退会とみなす。

9. 会計年度は 1 月 1 日より12月 31日までとする。

10. 会費は年額 2 ,5 0 0 円とする。 ただし特別会員は会 

費を徴収しない。

11. 本会の経費は、会費およびその他の収入による。

12. 本会の事務所は、会長の指定するところにおく。 

付 則 入 会 金 は 1,000円とする。
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